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02 11   kkk xxx より 11   kkkk xxxx  

 

210 xx ≧ のとき nn xxxxxx  132210 ≧  nn xxxxx  1321 ≦  

このとき、 nxx ,,1  の最小値は、 1x のみか、 1x および 2x である 

すなわち、 l の個数は、 1l の 1個か、 2,1l の 2個。 

 

01 ≧nn xx  のとき 013221 ≧nn xxxxxx    nn xxxxx ≧1321    

このとき、 nxx ,,1  の最小値は、 nx のみか、 1nx および nx である。 

すなわち、 l の個数は、 nl  の 1個か、 nnl ,1 の 2個。 

 

nn xxxx  121 0,0 のとき 

)2(1 nkxx kk ≦≦ は単調減少であるから、途中で符号が変わる。 

 

)13(01  nkxx kk ≦≦ のとき 

 nnkkkk xxxxxxxx   11121 0,0   nnkk xxxxxx   1121   

 このとき、 nxx ,,1  の最小値は、 1kx および kx である。 

 すなわち、 l の個数は、 kkl ,1 の 2個。 

 

 )13(0 11   nkxxxx kkkk ≦≦ のとき 

 nnkkkk xxxxxxxx   11121 0   nnkkk xxxxxxx   11121   

 このとき、 nxx ,,1  の最小値は、 kx である。 

 すなわち、 l の個数は、 kl  の 1個。 

 

いずれにしても、 nxx ,,1  のうち最小値をとるものは 1個か 2個である。 

以上により示された。(証明終) 


